
 第５回 北広島市教育施策審議会 

日 時 平成 24 年 12 月 3 日 （月）  18：30～20：15 

場 所 北広島市役所 本庁舎 2 階 会議室 

内  容 

教育施策審議会次第 

１  開会 

２  教育長 挨拶            教育長    吉 田 孝 志 

３  議事 

 （１）市推進計画（2013 推進計画）の内示について 

 （２）平成２５年度予算の要求について 

 （３）教育推進計画（平成 25～27 年度）（案）の策定について 

４  その他 

５  閉会 

 

      

■  概 要 

○吉田教育長挨拶 

１０月１日に前任の白崎教育長から事務を引き継ぎました。この審議会は、教

育基本計画の目標である「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」に取り組む教

育推進計画の策定に関わっていただいております。委員の皆さんには、教育推進

計画を大所高所（鳥の目）から、あるいは足元（虫の目）からご指摘ご示唆をい

ただき、教育委員会の取り組みを充実していきたいと考えています。 

【議事事項】 

事務局から趣旨説明：この審議会は、教育委員会から諮問を受けて教育推進計画

（平成 25～27 年度）（案）を議論し答申していく役割を担っています。教育

推進計画は市推進計画に掲載する政策的事業の内容とすべての事務事業の財

政的な後ろ盾となる予算が基本になっています。教育推進計画（平成 25～27

年度）（案）を策定していく過程にあって、数日後に平成２５年度予算要求の

期限が到来しますので市推進計画の内示を受けての予算要求内容について議

論いただき、教育推進計画（平成 25～27 年度）（案）に反映させていきたい

と考えております。 

（１） 市推進計画（2013 推進計画）の内示について 

市推進計画（2012 推進計画）に対する新規・拡大・見直し等として要求し

た４０事業及び継続事業について、市推進計画（2013 推進計画）の内示内容

を説明しました。                 （教育施策推進課長） 

＝委員から出された意見等＝ 

○内示のあった内容を変更することはできますか・・答：あくまでも内示であ

り、予算編成作業の中で、更に調整される場合があります。 



（２）平成２５年度予算の要求について 

市推進計画の内示を踏まえた平成２５年度予算の要求内容を説明し、質疑応

答・検討を行いました。               （教育総務課長） 

＝委員から出された意見等＝ 

○教育予算は近年の増減はどうなっていますか・・答：経常経費等は横這いか

微増で推移しています。改修工事等の有無によって額的に増減しますので、

平成２５年度については、大きな改修工事等がないことから、前年比では減

額になっています。 

○市の予算に対する教育費はどのように推移していますか・・答：予算全体の

10％前後で推移しています。特に減額されていることはありません。 

○特別支援教育推進事業については時数ばかりでなく人員増も望みます。 

○北広島らしさは予算上どのようになっていますか・・答：点検評価報告書を

作成する際に審議会からいただいた意見も踏まえ北広島独自のものや他の

自治体より先んじているものについては、継続事業として実施していく内容

になっています。 

○教育委員会が目指しているものや先人たちが伝える精神を実現する教育を

実践しているということが、一般市民に理解されることが必要だと思いま

す。 

○施設の維持改修に係る予算は額的に目立ちますが、きたひろしまの教育とい

う視点から重点的に予算化するものがもっと市民に見えるようになるべき

だと思います。 

○三人の先人の思いに関わる事業は、小額でも実施していくべきだと思いま

す。 

（３）教育推進計画（平成 25～27 年度）（案）の策定について 

現行の教育推進計画（平成 24～26 年度）に対する改訂箇所、市推進計画

の内示内容及び平成２５年度予算要求内容を掲載した事業一覧を説明し、質疑

応答・検討を行いました。             （教育施策推進課） 

＝委員から出された意見等＝ 

○学力ばかりがすべてはないが、放課後子ども教室は学力向上に重要な事業で

あると思いますので、他の学校にも拡大していく必要があると思います。 

○特別支援教育推進事業は特別支援を要する子どもが増えていますので、少し

ずつでも増やす方策を執るべきだと思います。 

○教育委員会の計画期間３ヵ年における事業方針が見えるような教育推進計

画の表示方法を検討してください。 

○姉妹都市スポーツ交流事業の実態はどうなっていますか・・答：交流種目の

選定などの課題があります。なお、東広島市では子どもたちにとって有益な

事業であるとされています。 

○子ども大使派遣事業と姉妹都市スポーツ交流事業は統合できないのか・・

答：統合することも検討しましたが、両事業は趣旨が異なると考えておりま



す。 

○施設改修などのハード事業は多額の費用が掛かるので実施の可否に対する

判断もあると思いますが、ソフト事業は北広島のカラーを出すためには継続

実施していくべきと考えます。 

○西の里地区については多目的に使用できる施設改修を考えてください。 

【その他】 

○ 次回会議の日程について 

次回会議は３月上旬の開催を予定し、２月に開催日程を調整します。 

内容：教育推進計画（平成 25～27 年度）（原案）の答申について 
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